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　ご紹介いただきましたサントリーの竹本で
ございます。小川先生の非常に格調の高い講
義の後に、民間企業の私の発表ということで
若干、緊張 しております。本日はよろしくお
願いいたします。
　私は、非常に中国が好きです。歴史が生き
ていますよね。「史記」とか 「三国志」など
からも勉強させていただいて、私自身にとっ
て中国というのは非常に大事な国だというふ
うに思っています。
　さて、中国は改革解放以来30年ぐらい立
ちますが、本格的なビジネスが始まったのは
ここ15年、20年ではないかと思います。 し
かし、なかなか難しい環境が続いてお ります。
その中で知的財産権というものが一つのビジ
ネスツールであるとのはなしです。
　中国のビジネスの実情は難しいものがあり
まして、日本人には分からないことだらけで
はないかと思います。やはりビジネスパー ト
ナーとして優秀な方と組んでいくしかないと
いうのが基本だと思っています。本日は時間
も割 とあ りますから、まず簡単にサントリー
のことをご紹介させていただき、中国におけ
るサ ントリーの事業について報告させていた
だいた後、知財の問題というふうな流れでお
話ししていきたいと思います。
　現在、グループ会社は182社、昨年度の総
売り上げは1兆5000億ほどです。私が所属
しているサントリー株式会社は、創業が1899
年で今年109年目を迎えました。
事業カンパニーが三つありまして、古 くは
酒類事業から始まっています。その酒類をは
じめとして食品事業、外食 ・その他開発事業
からなっています。知的財産部は経営企画部
などと同様、コーポレー ト部門にあり、全社
を統括する役割を担って当たっております。
　サントリーの売り上げ構成ですが酒類の売
り上げが落ち、総台食 品企業へ事業転換を進
めました。業界の趨勢を見ますと、事業規模
が大きい場合、利益率が一般 的に高 くない。
非常に事業規模が大きいのに利益率が高い企
業は、知的財産活動にカを入れられてお られ
るものと思います。酒類では、赤玉は発売後
100年、ウイスキーの角瓶も80年になりまし
た。 しかし、生き残る商品は極めて少ないの
が現状です。今年 も多 くの新商品を出してお
りますが、市場で来年に残るかどうかという
ような厳しい状況にあります。そういう中で
どう生き残るかということで、やはり長い寿
命を持つ製品を作 らないといけないというの
力履 命になっています。
　その一方で、サントリーの強みとして聞く
のがブランドカです。技術ももちろん重要で
すが、ブランドカで信用が大きく裏打ちされ
ます。サントリーは、ブランドマーケティン
グが得意な会社ということでもあります。
　技術では、醸造技術から出発してバイオテ
クノロジーが研究分野です。青い色のバラを
つ くりました。長期間研究をしてやっとでき
たのですが、こういう研究を手がけるのは、
技術力アップのためには必要ということを意
識しながらやっているという姿勢です。
　それでは次に、サントリーの中国における
事業についてご紹介します。言うまでもなく、
中国という国は大きいですよね。このでかさ
が非常にビジネスを難しくしています。例え
ば日本人は味覚にうるさそうだと言っても舌
の感覚は大体同じではないでしょうか。中国
における中華料理というのは、各地域によっ
てそれぞれ味付けが全然違います。同じよう
に、飲料も変えていかなければなりません。
ビールなんか何でも一緒や、こういう感じを
もたれるかたもおられると思いますが、中国
は全然違うんです。土地、土地の料理に合う
ビールをつくっていかなければならないので
す。
　私どもは結構、古 くから中国に入って事業
をしています。食品産業は基本的に中国で製
造 したものを、口本やアメリカなどの外国に
輸出してペイするという産業ではあ りませ
ん。現地生産、現地販売という事業展開をし
てきました。事業 リスクとしては、中国には
中央と地方は別物と考えています。地方は地
域と言ってもいいのですが、地域に根付いた
仕事をしないとリスクは高 くなると思いま
す。逆に、その地域と同様の事業を同じよう
に他の地域で行ってもうまくいくかどうかわ
かりません。
　 もう一つは、皆様もご存 じのとお り2001
年に中国がWTO加 盟して以降、さまざまな
法律が毎年毎年たくさん出てくるということ
で、これへの対応に追われます。なにしろ経
済に関係する法律は新 しくできたものが多
く、経験の蓄積がありませんから法律をこな
す専門家力涯 倒的に不足しています。そうい
う専門家をどう見つけるかというのも、非常
に重要なことです。
　現在、中国で生 き残るというのは結構、大
変ではないでしょうか。浮き沈みが非常に激
しい中、競争が激化しているわけでして、そ
の中でどうやって人を集めていくか、リスク
をどうやって回避するかというような問題が
常にあります。これはもう皆様に、言うまで
もないところだと思います。
　中国におけるサントリーの事業は、1979
年か ら開始していますが、95年に北京から一ヒ
海に移ることになりました。本格的な事業は
この95年から開始 したということになろう
かと思います。北京というところは国家行政
の中心であり保守的にならざるを得ないので
はないかと思いますが、そういう点では、上
海は非常に積極的に外国の文化を取 り入れる
という気質があるようでして、サントリーの
マーケティングも成功したのではないかと思
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います。
　当時、東京を中心にした首都圏と上海地域
は人口が似たような状況の中で、上海で首都
圏の半分取れたらと進めていったのです。
　ビールの生産量は現在中国が世界一です。
しかし、1人当たりの消費量はまだ少な く、
チャンスがあると思います。どちらかという
と中国のビールは薄く、要するに濃い味付け
の中華料理に合う水代わりとして飲まれてい
るのではないでしょうか。中国にはいろいろ
なビールがあります。マーケット別の構成比
で見ると、高級なレス トランで飲まれるプレ
ミア帯に加え大衆価格帯があり、大衆価格帯
が大きな部分を占めています。これに集中特
化したのです。上海では半分を超えるシェア
が取れています。お客 さまの好みに合うよう
にと、日本以上に多品目で製品をつ くってい
ます。それで今、ワインも市場が拡大してお
り、今後さらに酒類に対する嗜好は多様化す
ると思います。
　飲料での中国との関係は、81年の鳥龍茶葉
の輸入から始まりました。中国国内での事業
が、本格的にスター トしたのは95年ぐらい
からです。おかげさまでこちらも上海地域か
らスター トし、多 くのお客様を獲得すること
ができました。
　そんな中で、会社の方針 として中国の人を
多く採用しています。工場や営業支店にも現
地の方々を多 く採用 しています。そうしなけ
れば親 しまれる会社にはならないということ
です。サントリーは中国語で三つの得の利、
「三得利」 と書 きますが、ありがたいことに
サントリーは上海の会社だと思っておられる
人も結構おられるようです。
　次にブランド展開ですが、日本では以前は
サントリーというコーポレー トブランドを前
面に出していました。現在は 「山崎」 とか
「響」といったように、個々のプロダクトブ
ランドを強くしていこうとしています。お客
さまの志向の多様化への対応のひとつのやり
方であると思います。
　 ある会社が好きな人は、他の会社には飛び
付かないというように、それは個々の会社の
強みを生かしたやり方でブランド戦略を構築
されているものと思います。
　 サントリーの場合は日本で売っているオレ
ンジジュースと中国で売っていますオレンジ
ジュースは、全 く名前が違います。また、機
能性飲料も同様です。 しかし、他の会社では
日本と同じネーミングで販売されている例も
あります。
　まとめます とサン トリーの中国での事業
は、中国国内の市場ニーズに応 じた中味の設
計をするということ、また、ネーミング、デ
ザインも現地に合ったものを トライしている
ということです。その結果、知的財産活動は
倍の仕事になっているというような状況で
す。
　ご存 じのように、現在、食の安心、安全が
大きな問題となってお ります。そういう意味
で安心、安全に・裏打ちされた信用の下でのブ
ランドというのは極めて重要でして、知的財
産部の仕事はそのブランドカを支持する商標
権などの権利を取得し、自社のブランド、ひ
いては当社のブランドを購入いただくお客様
を守る仕事と認識しています。
　中国において、模倣品の問題があることは、
皆さんご存 じのとおりです。模倣品は十分に
品質チェックがされていないものと考えられ
ることから、模倣品による健康被害が大変懸
念されます。当社の製品として誤って模倣品
を購入したお客様に万一のことがあったらと
考えますと食品を事業とする会社としては模
倣品対策は極めて重要な課題です。健康被害
は、事業撤退を招く可能性もある大きなリス
クと常に感じながら仕事をしています。
　 しかし、中国は広大な国土を有し、いかに
上海で当社の認知度が高 くなってきたとして
も他の地域ではそうでもなく、模倣品対策は
容易ではありません。また、地域毎に政治、
経済の状況も異なり、権利行使の是非 も異な
る場0も あります。
　 もう一つの知的財産制度上の問題として、
他人による商標権の取得による問題がありま
す。そのため、コス トはかかりますが、多く
の分野で商標権を早期に取得しておくことや
事件に巻き込まれないよう徹底した調査を怠
らないことが重要なことと思います。また、
以前当社の空き瓶を利用した偽装ビールが出
現しましたがこれに対して、空き瓶の回収を
開始して対策を講じました。このように問題
を事業の仕組みそのもので退治する活動も重
要であると思います。
　 したがって、当社は、事業に関するものは
できるだけ多 く権利を持っておくというよう
なことを'心掛 けています。中国では、他人に
先に権利を取得されるとこれを無効化するに
は時間も労力もかなりの負担となります。以
前、模倣品業者が有する意匠権を無効化する
のに長期間を費やし、結局、事件の解決に3
年 もの期聞を余儀 なくされたことがありま
す。
　また、なにしろ中国は広いので、どんなと
ころで類似品が出るかというのを先回りして
調査しなければなりません。健康被害は絶対
に避けなければならず、毎年、上海、北京 ・
天津、広州といった沿海部を1カ月ぐらいか
けて調べています。類似品を早回りして捕捉
するということです。
　さらに注意すべ き点をあげますと、弁護士
や弁理士など専門家の確保です。当社では行
政の中心である北京と当社の事業の中心であ
る上海に信頼できる代理人の確保に留意 して
います。
　さらには、誤訳問題というのもあります。
最近はちょっとましになっているのですが、
特許などでは先端技術分野と日本語の双方を
理解できる専門家が不足している状況から誤
訳により大きな問題となっています。これは、
日本にもなかなか翻訳チェックができる人材
がいないことも問題の解決を容易にしない理
由です。中国、中国人の知的財産権の活用意
識が大きくなってきた現状を考えるとコスト
をかけても対応すべき課題だと思います。
　このような事態は知的財産権の法律分野に
限ったお話ではなく、他の事業や法規制の分
野にも同様の問題が多々あり、なかなか思う
ようには行きません。
　製造業では特に大きな問題として、最近新
聞などで多く報道されていますが、技術流出
の問題があると思います。当社 もノウハウが
非常に重要な資産です。 しかし中国経済、市
場の急速なかつ大きな変化、国家、企業の発
展への強烈な意欲、また、個々人の旺盛な向
上心による人材の流動や、法律や条例、司法
解釈など多くの関連法規の存在、専門家の不
足など考えるとこれも十分な対策が必要な課
題だと思います。技術の導出や共同事業を行
う場合、ノウハウなどの営業秘密の保護は特
に注意すべき点と思います。たとえは技術漏
洩であれば、これを行えるような環境を作ら
ないということではないでしょうか。やはり
甘い管理から問題は発生すると思います。
　 このように知的財産面からだけでも中国に
はさまざまなリスクがあります。
　 したがって、やはり重要なのは、パートナ
ー選びだと思います。中国の場合は、とにか
くよいパートナーを見つけるというのが、一
番重要なポイントというふうに感じます。
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　 このような中、国際ルールである知的財産
権 というのをうまく活用することは、事業リ
スクを軽減し、活動を展開するためにも極め
て重要だと思います。
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